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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のアンテナを有する無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の電力制御方法であって、
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードから選択されたアップリンク（ＵＬ）ＭＩＭＯ
モードを受信するステップと、
　少なくとも前記ＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）送信電力を決定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＵＬ　ＭＩＭＯモードに対応するＭＩＭＯオフセットを決定するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＵＣＣＨ送信電力を前記複数のアンテナの間で分配するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のアンテナは、アクティブな送信アンテナであることを特徴とする請求項２に
記載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＩＭＯオフセットは、ルックアップテーブルによって決定されることを特徴とす
る請求項２に記載の方法。
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【請求項６】
　少なくとも前記ＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
送信電力を決定するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　予め定められたイベントのためにＵＬ　ＭＩＭＯモードにフォールバックするステップ
と、
　ロングタームエボリューション（ｌｏｎｇ ｔｅｒｍ ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）リリース８
の電力制御方法を使用して送信電力を決定するステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　複数のアンテナを有する無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）の電力制御方法であって、
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードから選択されたアップリンク（ＵＬ）ＭＩＭＯ
モードを受信するステップと、
　少なくとも前記ＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）
送信電力を決定するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記ＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいてＰSRS_OFFSET,cを受信するステップであって、前
記ＰSRS_OFFSET,cは、サービングセルｃについてのＳＲＳ　ＭＩＭＯオフセットを含む、
ステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　物理アップリンク共用チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対するＵＬ　ＭＩＭＯモードとＳＲＳ
に対するＭＩＭＯモードとに基づいて、ＳＲＳ　ＭＩＭＯオフセットを決定するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　同時のＳＲＳ送信のためにＳＲＳ送信電力を調整するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　無線送受信ユニットであって、
　複数の多入力多出力（ＭＩＭＯ）モードから選択されたアップリンク（ＵＬ）ＭＩＭＯ
モードを受信するように構成された受信機と、
　少なくとも前記ＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、物理アップリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）送信電力を決定するように構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に組み込まれている、２００９年１０月２日に出願した
米国仮出願第６１／２４８，２０３号明細書の利益を主張する。
【０００３】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）ＬＴＥ（long term evolution）
Ｒ８（Release 8）ＵＬ（アップリンク）において、ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）は
、ＰＵＳＣＨ（物理アップリンク共有チャネル）上のそのデータ（および時としてその制
御情報）を送信することができる。ｅＮＢ（発展型ノードＢ）は、ＰＤＣＣＨ（物理ダウ
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ンリンク制御チャネル）フォーマット０上で運ばれ得るＵＬスケジューリング許可（ｓｃ
heduling grant）を使用して各ＷＴＲＵからＰＵＳＣＨ送信をスケジュールし、制御する
ことができる。アップリンクスケジューリング許可の一部として、ＷＴＲＵは、ＭＣＳ（
変調および符号化セット）、ＴＰＣ（送信電力制御）コマンド、アップリンクリソース割
り当て（例えば、割り当てられたリソースブロックの指数）に関する制御情報を受信する
ことができる。次いで、ＷＴＲＵは、ＴＰＣコマンドによって設定された送信電力で、対
応するＭＣＳを使用して、割り当てられたＵＬリソース上でそのＰＵＳＣＨを送信するこ
とができる。
【０００４】
　ＵＬは、それだけには限定されないが、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（肯定応答／否定応答）、Ｃ
ＱＩ（チャネル品質インジケータ）、ＳＲ（スケジューリング要求）、ならびにＤＬ（ダ
ウンリンク）およびＵＬのトランスポートチャネルの送信をサポートするＳＲＳ（サウン
ディング基準信号）など、何らかの制御シグナリングの信号を送る必要がある場合もある
。ＷＴＲＵに例えばＰＵＳＣＨなどデータ送信のためのＵＬリソースが割り当てられてい
ない場合、制御情報は、ＰＵＣＣＨにおいてＵＬ制御信号に特別に割り当てられたＵＬリ
ソースで送信され得る。これらのリソースは、使用可能な合計セルＢＷ（帯域幅）のエッ
ジに配置され得る。ＰＵＣＣＨの送信電力は、ＰＵＣＣＨが適切な電力でセルサイトにお
いて受信されることを確実にするように制御され得る。
【０００５】
　ＬＴＥ　Ｒ８において、所与のＷＴＲＵのＰＵＳＣＨ送信およびＰＵＣＣＨ送信は、様
々なときに行われるようにスケジュールされる。ＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）は、ＰＵＳ
ＣＨおよびＰＵＣＣＨの同時送信をサポートすることができる。さらに、ＬＴＥ－Ａ　Ｕ
Ｌは、ＵＬ成分キャリア当たりのデータ送信のための可能な最高２つのコード・ワード（
トランスポートブロック）により複数の送信アンテナ（例えば、最高４つのアンテナ）を
サポートすることができる。複数の送信アンテナは、それぞれＰＵＣＣＨおよびＳＲＳの
送信に使用され得る。ＡＧＩ（アンテナ利得アンバランス：antenna gain inbalance）は
、ＵＬで複数のアンテナ送信を使用するときに生じ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　ＵＬ（アップリンク）での送信に複数の送信アンテナを使用したデバイスのための電力
制御方法が本明細書に開示される。方法は、ＰＵＣＣＨ（物理アップリンク制御チャネル
）送信の電力を新しいレベルに変更することを含み、新しいレベルはＭＩＭＯ（多入力多
出力）モード（送信モード構成）に少なくとも一部分依存する。別の方法は、ＳＲＳ（サ
ウンディング基準信号）送信の電力を新しいレベルに変更することを記載し、新しいレベ
ルは選択されたＭＩＭＯモード（または送信モード構成）に少なくとも一部分依存する。
測定されたＲＳＲＰ（基準信号受信電力）に基づいて送信アンテナのＡＧＩ（アンテナ利
得アンバランス）を推定するための方法が提供され、各送信アンテナは、推定されたＡＧ
Ｉに基づくＡＧＩ倍率(scaling factor)によって変倍(scale)される。推定されたＡＧＩ
は、基準送信アンテナに対して変倍された相対的なＡＧＩによって表され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　添付の図面との関連で一例として提供される以下の説明から、より詳細な理解が得られ
る。
【０００８】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態が実施され得る通信システム例を示す系
統図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得るＷＴＲＵ（無線送受信ユニッ
ト）例を示す系統図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る無線アクセスネットワーク例
およびコアネットワーク例を示す系統図である。
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【図２】ＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ（多入力多出力）を使用するときの物理アップリ
ンクチャネル送信の電力制御フローチャート例を示す図である。
【図３】ＵＬ　ＭＩＭＯを使用するときのＳＲＳ（サウンディング基準信号）の電力制御
フローチャート例を示す図である。
【図４】ＡＧＩ（アンテナ利得アンバランス）補償の電力制御フローチャート例を示す図
である。
【図５】ＡＧＩ補償の別の電力制御フローチャート例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示された実施形態が実施され得る通信システム１００の
一例の図である。通信システム１００は、例えば音声、データ、ビデオ、メッセージング
、ブロードキャストなどのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元接続システムと
することができる。通信システム１００によって、複数の無線ユーザは、無線帯域幅を含
むシステムリソースの共有を介して、こうしたコンテンツにアクセスすることができる。
例えば、通信システム１００は、例えばＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、ＴＤＭＡ（時分
割多元接続）、ＦＤＭＡ（周波数分割多元接続）、ＯＦＤＭＡ（直交ＦＤＭＡ）、ＳＣ－
ＦＤＭＡ（シングルキャリアＦＤＭＡ）など、１つまたは複数のチャネルアクセスの方法
を使用することができる。
【００１０】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、ＲＡＮ（無線アクセスネットワーク）１０４、
コアネットワーク１０６、ＰＳＴＮ（公衆交換電話網）１０８、インターネット１１０、
および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示された実施形態は、任意の数
のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することを
理解されたい。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、無線環
境において動作し、および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスと
することができる。一例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、
無線信号を送信し、および／または受信するように構成されてもよく、ＵＥ（ユーザ機器
）、移動局、固定式またはモバイル式の加入者ユニット、ページャ、移動電話、ＰＤＡ（
個人用デジタル補助装置）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナル
コンピュータ、無線センサ、家電などがあり得る。
【００１１】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含み得る。基地局１１
４ａ、１１４ｂのそれぞれは、例えばコアネットワーク１０６、インターネット１１０、
および／またはネットワーク１１２など、１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセ
スを容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少な
くとも１つと無線でインターフェースをとるように構成された任意のタイプのデバイスと
することができる。一例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＢＴＳ（基地トランシー
バ局）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、
サイトコントローラ、ＡＰ（アクセスポイント）、無線ルータなどとすることができる。
基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ
、１１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含む
ことができることを理解されたい。
【００１２】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部とすることができ、ＲＡＮ１０４は、他の基地
局および／またはネットワーク要素（図示せず）、例えばＢＳＣ（基地局コントローラ）
、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラ）、中継ノードなども含み得る。基地局１１４
ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれ得る特定の地理的領域内
で無線信号を送信し、および／または受信するように構成され得る。セルは、セルセクタ
にさらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａと関連したセルは、３つのセクタに分割
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され得る。したがって、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、
すなわちセルのセクタごとに１つのトランシーバを含むことができる。別の実施形態にお
いて、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ（多入力多出力）技術を使用することができ、したが
って、セルのセクタごとに複数のトランシーバを使用することができる。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適した無線通信リンク（例えばＲＦ（無線周波数
）、マイクロ波、ＩＲ（赤外線）、ＵＶ（紫外線）、可視光など）とすることができるエ
アインターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
うちの１つまたは複数と通信することができる。エアインターフェース１１６は、任意の
適したＲＡＴ（無線アクセス技術）を使用して確立することができる。
【００１４】
　より詳細には、上述したように、通信システム１００は、多元接続システムでもよく、
例えばＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなど、１つまたは複
数のチャネルアクセス方式を使用することができる。例えば、ＲＡＮ１０４内の基地局１
１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＷＣＤＭＡ（広帯域ＣＤＭＡ）
を使用してエアインターフェース１１６を確立することができる、ＵＭＴＳ（Universal 
Mobile Telecommunications System）ＵＴＲＡ（Terrestrial Radio Access）などの無線
技術を実装することができる。ＷＣＤＭＡは、例えばＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）
および／またはＨＳＰＡ＋（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）などの通信プロトコルを含むこ
とができる。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）および／ま
たはＨＳＵＰＡ（高速アップリンクパケットアクセス）を含むことができる。
【００１５】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（ロング・ターム・エボリューション）および／またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－
Ａｄｖａｎｃｅｄ）を使用してエアインターフェース１１６を確立することができるＥ－
ＵＴＲＡ（Evolved UMTS Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装することが
できる。
【００１６】
　他の実施態様において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、例えばＩＥＥＥ８０２．１６（すなわちＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability f
or Microwave Access））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０
００ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Interim Standard 2000）、ＩＳ－９５（Interim Sta
ndard 95）、ＩＳ－８５６（Interim Standard 856）、ＧＳＭ（Global System for Mobi
le communications）（登録商標）、ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution
）、ＧＥＲＡＮ（GSM EDGE）などの無線技術を実装することができる。
【００１７】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば無線ルータ、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅ
ＮｏｄｅＢ、またはアクセスポイントとすることができ、事業所、家、車、キャンパスな
ど、局所エリアにおける無線接続を容易にするための任意の適したＲＡＴを使用すること
ができる。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、
ＷＬＡＮ（無線ローカルエリアネットワーク）を確立するために、ＩＥＥＥ８０２．１１
などの無線技術を実装することができる。別の実施形態において、基地局１１４ｂおよび
ＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＷＰＡＮ（無線パーソナルエリアネットワーク）を確立
するために、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装することができる。さらに別の
実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベース
のＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を
使用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されるよう
に、基地局１１４ｂは、インターネット１１０への直接接続を有し得る。したがって、基
地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセスする
必要がない場合がある。
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【００１８】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することができ、コアネットワーク１
０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰ（ｖｏｉｃｅ　ｏｖ
ｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように構成された任意のタイプの
ネットワークとすることができる。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、課金サ
ービス、モバイル位置ベースのサービス、プリペイドコーリング、インターネット接続、
ビデオ配信などを提供することができ、および／または例えばユーザ認証などの高レベル
セキュリティ機能を実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４
および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡ
Ｔを使用する他のＲＡＮと直接または間接的に通信することができることを理解されたい
。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用している可能性があるＲＡＮ１０４に接続されて
いることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（
図示せず）と通信することもできる。
【００１９】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセス
するためのゲートウェイとして働くこともできる。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（基本電
話サービス：plain old telephone service）を提供する回線交換電話網を含み得る。イ
ンターネット１１０は、例えばＴＣＰ（送信制御プロトコル）、ＵＤＰ（ユーザデータグ
ラムプロトコル）、およびＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルのスイートにおけるＩ
Ｐ（インターネットプロトコル）など、一般の通信プロトコルを使用する相互接続された
コンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含み得る。ネットワー
ク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有され、および／または操作される有線
または無線の通信ネットワークを含み得る。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０
４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用し得る１つまたは複数のＲＡＮに接続されてい
る別のコアネットワークを含むことができる。
【００２０】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの一部
またはすべては、マルチモード機能を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通
信するための複数のトランシーバを含むことができる。例えば、図１Ａに示されるＷＴＲ
Ｕ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を使用することができる基地局１１４ａ、および
ＩＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように構成さ
れ得る。
【００２１】
　図１Ｂは、ＷＴＲＵ１０２の例の系統図である。図１Ｂに示されるように、ＷＴＲＵ１
０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マイク
ロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、固定式メモリ
１３０、取り外し式メモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳ（全地球測位システム）チップセ
ット１３６、および他の周辺機器１３８を含み得る。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態との
一致を保ちながら、上記の要素の任意のサブコンビネーションを含むことができることを
理解されたい。
【００２２】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、ＤＳＰ（
デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、１つのＤＳＰコアに関連した１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ（
特定用途向け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）回路、他
の任意のタイプのＩＣ（集積回路）、状態機械などでもよい。プロセッサ１１８は、信号
符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２が無線環境
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において動作できる他の任意の機能を実行することができる。プロセッサ１１８は、トラ
ンシーバ１２０に結合され、トランシーバ１２０は送受信要素１２２に結合され得る。図
１Ｂではプロセッサ１１８およびトランシーバ１２０を個別の構成要素として示している
が、プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０が電子パッケージまたはチップに一緒に
組み込まれてもよいことを理解されたい。
【００２３】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１６を介して基地局（例えば基地局１１
４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成され得る。例えば、
一実施形態において、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するよう
に構成されたアンテナでもよい。別の実施形態において、送受信要素１２２は、例えばＩ
Ｒ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受信するように構成されたエミッタ／
検出器でもよい。さらに別の実施形態において、送受信要素１２２は、ＲＦおよび光信号
を送信および受信するように構成されていてもよい。送受信要素１２２が無線信号の任意
の組み合わせを送信および／または受信するように構成され得ることを理解されたい。
【００２４】
　さらに、送受信要素１２２は単一の要素として図１Ｂに示されているが、ＷＴＲＵ１０
２は任意の数の送受信要素１２２を含むことができる。より詳細には、ＷＴＲＵ１０２は
、ＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって、一実施形態において、ＷＴＲＵ１
０２は、エアインターフェース１１６を介して無線信号を送信および受信するための２つ
以上の送受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２５】
　トランシーバ１２０は、送受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調し、送受
信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上述したように、
ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード機能を有し得る。したがって、トランシーバ１２０は、
ＷＴＲＵ１０２が例えばＵＴＲＡ、およびＩＥＥＥ８０２．１１など、複数のＲＡＴを介
して通信できるようにするための複数のトランシーバを含むことができる。
【００２６】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、ＬＣＤ（液晶表示
）ディスプレイユニット、またはＯＬＥＤ（有機発光ダイオード）ディスプレイユニット
など）に結合することができ、そこからユーザ入力データを受信することができる。プロ
セッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／または
ディスプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。さらに、プ
ロセッサ１１８は、例えば固定式メモリ１３０および／または取り外し式メモリ１３２な
ど、任意のタイプの適したメモリから情報にアクセスすることができ、そこにデータを格
納することができる。固定式メモリ１３０は、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、ＲＯ
Ｍ（読み取り専用メモリ）、ハードディスク、または他の任意のタイプの記憶装置を含み
得る。取り外し式メモリ１３２は、ＳＩＭ（加入者識別モジュール）カード、メモリステ
ィック、ＳＤ（secure digital）メモリカードなどを含み得る。他の実施態様において、
プロセッサ１１８は、例えばサーバまたはホームコンピュータ（図示せず）など、ＷＴＲ
Ｕ１０２に物理的に配置されないメモリから情報にアクセスすることができ、そこにデー
タを格納することができる。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受信することができ、ＷＴＲＵ１０２にお
ける他の構成要素に電力を分配し、および／または制御するように構成され得る。電源１
３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適したデバイスとすることができ
る。例えば、電源１３４には、１つまたは複数の乾電池バッテリ（例えば、ＮｉＣｄ（ニ
ッケルカドミウム）、ＮｉＺｎ（ニッケル亜鉛）、ＮｉＭＨ（ニッケル水素）、Ｌｉ－ｉ
ｏｎ（リチウムイオン）など）、太陽電池、燃料電池などがある。
【００２８】
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　プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば経度およ
び緯度）を提供するように構成され得るＧＰＳチップセット１３６に結合されてもよい。
ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはその代わりに、ＷＴＲＵ１０２は
、基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアインターフェース１１６を介して
位置情報を受信することができ、および／または２つ以上の近くの基地局から信号が受信
されるタイミングに基づいて、その位置を決定することができる。一実施形態との一致を
保ちながら、ＷＴＲＵ１０２が任意の適した位置決定方法によって位置情報を取得するこ
とができることを理解されたい。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、追加の特徴、機能、および／または有線もしくは無線の接続を提
供する１つまたは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含み得る
他の周辺機器１３８にさらに結合され得る。例えば、周辺機器１３８には、加速度計、ｅ
コンパス、衛星トランシーバ、デジタルカメラ（写真またはビデオ用）、ＵＳＢ（汎用シ
リアルバス）ポート、振動デバイス、テレビ放送機、ハンドフリーヘッドセット、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭ（周波数変調）無線ユニット、デジタル音楽
プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウ
ザなどがある。
【００３０】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６の系統図であ
る。上述したように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用して、エアインター
フェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができる
。図１ＣにはＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および１０２ｃが示されているが、開示され
た実施形態および例は、任意の数のＷＴＲＵを企図し得る。ＲＡＮ１０４は、コアネット
ワーク１０６と通信することもできる。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み得るが、ＲＡＮ
１０４は、一実施形態と整合したまま、任意の数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含むことができるこ
とを理解されたい。ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、エアイン
ターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１
つまたは複数のトランシーバを含むことができる。一実施形態において、ｅＮｏｄｅ－Ｂ
１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実装することができる。したがって、
ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａに無
線信号を送信し、そこから無線信号を受信することができる。
【００３２】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）
と関連付けられていてもよく、無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンク
および／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構
成され得る。図１Ｃに示されるように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信することができる。
【００３３】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、ＭＭＥ（移動管理ゲートウェイ）１４２
、サービングゲートウェイ１４４、およびＰＤＮ（パケットデータネットワーク）ゲート
ウェイ１４６を含むことができる。上記の要素のそれぞれはコアネットワーク１０６の一
部として示されているが、これらの要素のうちの任意の１つがコアネットワークオペレー
タ以外のエンティティによって所有され、および／または操作され得ることを理解された
い。
【００３４】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ１４
２ａ、１４２ｂ、１４２ｃのそれぞれに接続され、制御ノードとして働き得る。例えば、
ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザの認証、ベアラのアク
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ティブ化／非アクティブ化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期アタッチ中の
特定のサービングゲートウェイの選択などを行う役割を果たし得る。ＭＭＥ１４２は、Ｒ
ＡＮ１０４と、例えばＧＳＭやＷＣＤＭＡなど他の無線技術を使用する他のＲＡＮ（図示
せず）との間での切替を行う制御プレーン機能を提供することもできる。
【００３５】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４にお
けるｅＮｏｄｅＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれに接続され得る。サービング
ゲートウェイ１４４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃへの／からのユ
ーザデータパケットのルーティングおよび転送を行うことができる。サービングゲートウ
ェイ１４４は、例えばｅＮｏｄｅＢ間ハンドオーバ中のユーザプレーンのアンカー、ダウ
ンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに使用可能であるときのページ
ングのトリガ、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理および格納
など、他の機能を実行することもできる。
【００３６】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にする
ために、例えばインターネット１１０などパケット交換網へのアクセスをＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができるＰＤＮゲートウェイ１４６に、サービン
グゲートウェイ１４４が接続されるようにしてもよい。
【００３７】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸上
線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、例えばＰＳＴＮ１０８など回路交換網
へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。例えば
、コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインタ
ーフェースとして働くＩＰゲートウェイ（例えばＩＭＳ（ＩＰマルチメディアサブシステ
ム）サーバ）を含むことができ、またはそれと通信することができる。さらに、コアネッ
トワーク１０６は、他のサービスプロバイダによって所有され、および／または作動され
る他の有線または無線のネットワークを含み得るネットワーク１１２へのアクセスをＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３８】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）ＬＴＥ（long term evolution）
Ｒ８（Release 8）ＵＬ（アップリンク）ＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）は、単一のア
ンテナを含んでいてもよく、したがって、ＬＴＥ　Ｒ８でのＵＬ電力制御機能は、単一の
送信アンテナからの信号送信に適用される。ＵＬ電力制御は、単一の送信アンテナでのＰ
ＵＳＣＨ（物理アップリンク共有チャネル）送信、ＰＵＣＣＨ（物理アップリンク制御チ
ャネル）送信、およびＳＲＳ（サウンディング基準信号）に適用される。
【００３９】
　ＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、複数（例えば最高４本）のＷＴＲＵ送信
アンテナをサポートすることができる。ＬＴＥ－Ａ　ＰＵＳＣＨ送信では、プリコーディ
ングＳＭ（空間多重化）ＭＩＭＯ、送信ダイバーシティ、およびシングルアンテナポート
送信を含めて、いくつかのＳＵ（シングルユーザ）ＭＩＭＯモード（本明細書では、送信
モードまたは送信方式とも呼ばれる）が適用可能であり得る。ｅＮＢは、ＰＵＳＣＨ送信
に特定のＭＩＭＯモード（または送信方式）を使用するようにＷＴＲＵを構成することが
できる。同様に、ＬＴＥ－ＡでのＰＵＣＣＨ送信では、ｅＮＢが上位層シグナリングを介
してＭＩＭＯモード（または送信方式）を構成することができることが予想され得る。例
えば、複数の送信アンテナを有するＬＴＥ－Ａ　ＷＴＲＵがＲ８ネットワークで動作する
とき、ＷＴＲＵは、フォールバック構成（例えば、シングルアンテナポート送信）に戻る
必要がある場合がある。
【００４０】
　通常、異なるＭＩＭＯモードは、異なるＭＩＭＯ（アンテナ）利得を有する。例えば、
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ＳＴＴＤ（時空間送信ダイバーシティ：space time transmit diversity）のＭＩＭＯ利
得（または送信ダイバーシティ利得）は約３ｄＢ（シングルアンテナ送信と比較して）で
あり、一方、（ランク１）ＢＦ（ビーム形成）ＭＩＭＯモードは平均してＳＴＴＤより多
くの利得を有し得る。所与の送信電力レベルについて、受信電力レベルは、様々なＭＩＭ
Ｏモードの中で異なり得る。本明細書に記載されているように、ＬＴＥ－Ａ　ＵＬ　ＭＩ
ＭＯ送信における異なるＭＩＭＯ利得に適応させるために電力制御方法が使用され得る。
【００４１】
　ＵＬでの送信に複数の送信アンテナを使用することは、ＭＩＭＯでのＡＧＩ（アンテナ
利得アンバランス）問題をもたらす可能性がある。複数のアンテナが異なる平均受信ＳＮ
Ｒ（信号対雑音比）を受信するため、または、複数のアンテナが異なるアンテナ利得で送
信を行うため、ＡＧＩは、例えば、リンクの非効率を作り出すことがある。例えば、異な
るアンテナにわたるパスロス測定は、ＷＴＲＵにおける各送信アンテナの場所によって異
なり得る（例えば、アンテナはハンドヘルドＷＴＲＵにおいてブロックされ得る）。しか
し、ＡＧＩは、本明細書に記載されているように、電力制御方法を使用して補償され得る
。
【００４２】
　Ｒ１０　ＷＴＲＵがＲ８ネットワークで動作し、ＷＴＲＵが複数の送信アンテナを有す
ることをＲ８ネットワークが知らないとき、シングルアンテナポート送信（シングルアン
テナ送信または任意の相当するトランスペアレント伝送）は、下位互換性のために、Ｒ１
０　ＷＴＲＵに使用され得る。すなわち、Ｒ１０　ＷＴＲＵは、例えばＲ８ネットワーク
に透過なＰＶＳ（プリコーディングベクトル切替：precoding vector switching）、ＣＤ
Ｄ（巡回遅延ダイバーシティ：cyclic delay diversity）、送信アンテナ切替／選択、ま
たはシングルアンテナポート送信（例えば、送信ビーム形成）など、フォールバックモー
ド（例えば、トランスペアレント伝送モード）に戻るように構成され得る。Ｒ１０　ＷＴ
ＲＵの電力制御は、本明細書に記載されているように構成され得る。
【００４３】
　複数の送信アンテナを有するＷＴＲＵに対処する電力制御方法が本明細書に記載されて
いる。１つの方法例は、異なるＵＬ　ＭＩＭＯモードを使用するときのＰＵＣＣＨ送信の
電力制御を対象とする。この方法は、異なるＭＩＭＯモード（または送信方式）のＰＵＣ
ＣＨ送信と関連した異なるアンテナ利得を考慮に入れる。別の方法例は、異なるＵＬ　Ｍ
ＩＭＯモード（または送信方式）を使用するときのＳＲＳ送信の電力制御を対象とする。
この方法は、ＭＩＭＯ送信について、ＳＲＳおよびＰＵＳＣＨの送信が別々に構成され得
るという事実を考慮に入れる。別の方法例は、複数の送信アンテナ構成のＡＧＩ補償を提
供する。この方法例は、複数のアンテナから受信された信号間の平均受信ＳＮＲの差をＡ
ＧＩがもたらすことに起因する影響に対処する。別の方法例は、フォールバック伝送モー
ドのための電力制御方法を提供する。
【００４４】
　方法例は、ＵＬ　ＭＩＭＯに関して記載されているが、キャリアアグリゲーション（ca
rrier aggregation）のサポートを含むように拡張されてもよい。
【００４５】
　指定されたＵＬ　ＭＩＭＯモードを使用したＰＵＣＣＨ送信のための電力制御方法が本
明細書に記載されている。ＬＴＥ－Ａでは、複数のＭＩＭＯモードオプションは、例えば
、シングルアンテナポート送信および送信ダイバーシティ（例えば、２つの送信アンテナ
を有するマルチリソースＰＵＣＣＨ送信のためのＳＯＲＴＤ（空間直交リソース送信ダイ
バーシティ：spatial orthogonal resource transmit diversity））を含むＰＵＣＣＨ送
信について検討され得る。例えば、異なるＭＩＭＯモードは異なるアンテナ／ビーム形式
／送信ダイバーシティ利得を有し得るので、個々のＭＩＭＯモードの送信電力レベルは異
なり得る。したがって、式（１）に従って、ＬＴＥ電力制御の式がＬＴＥ－Ａ　ＰＵＣＣ
Ｈ送信のために変更され得る。
ＰPUCCH（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰCMAXc，ＰO_PUCCH＋ＰＬ＋ｈ（ｎCQ1，ｎHARQ）＋ΔF_PUCCH
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ここで、式（１）のいくつかの項が以下で要約される。
ＰCMAX,cは、一次セルのＣＣ（サービングセル）に固有の最大送信電力値を（ＬＴＥ－Ａ
において、ＰＵＣＣＨが一次セルでのみ送信されることに留意して）表すために使用され
、それは、信号で送られたサービングセルｃの最大電力値ＰMax,c、ＷＴＲＵ電力クラス
の最大電力、ＭＰＲ（最大電力低減：maximum power reduction）許容、許容度などのう
ちの１つまたは複数を考慮に入れ得る。ＰCMAX,cは、ＣＣについての構成された最大電力
（または構成された最大送信電力）と呼ばれ得る。ＰO_PUCCHは、上位層によって提供さ
れる（セル固有の）パラメータＰO_NOMINAL_PUCCHと上位層によって提供される（ＷＴＲ
Ｕに固有の）成分ＰO_WTRU_PUCCHとの合計から成るパラメータであり、ＰＬは、ｄＢ単位
のＷＴＲＵで算出されるダウンリンクパスロス推定であり、ｈ（ｎCQI，ｎHARQ）は、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット依存の値であり、この場合、ｎCQIは、ＣＱＩ（チャネル品質情報
）についての情報ビットの数に対応し、ｎHARQは、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ（肯定応
答／否定応答）ビットの数である。ΔF_PUCCH（Ｆ）は、上位層によって提供され、この
場合、各ΔF_PUCCH（Ｆ）値は、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａに対するＰＵＣＣＨフォー
マット（Ｆ）に対応し、この場合、各ＰＵＣＣＨフォーマット（Ｆ）が定義され、
【００４６】
【数１】

【００４７】
式中、ｇ（ｉ）は、現在のＰＵＣＣＨ電力制御調整状態であり、ｇ（０）は、リセットの
後の第１の値であり、δPUCCHは、ＷＴＲＵに固有の補正値であり、ＴＰＣコマンド（送
信電力コマンド：transmit power command）とも呼ばれ、例えばＤＣＩ（ダウンリンク制
御情報：downlink control information）フォーマット１Ａ／１Ｂ／１Ｄ／１／２Ａ／２
／２Ｂ（一次セル）でＰＤＣＣＨ（物理ダウンリンク制御チャネル）に含まれる、または
、例えばＣＲＣ（巡回冗長検査）パリティビットがＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ－ＲＮＴＩ（ＴＰ
Ｃ－ＰＵＣＣＨ無線ネットワーク一時識別子：TPC-PUCCH-radio network temporary iden
tifier）でスクランブルされるＤＣＩフォーマット３／３Ａで、ＰＤＣＣＨ上で他のＷＴ
ＲＵに固有のＰＵＣＣＨ補正値と共に符号化されて送信される。
【００４８】
　項ΔPUCCH_MIMOは、ＷＴＲＵに固有のＰＵＣＣＨのＭＩＭＯ電力オフセットであり、Ｐ
ＵＣＣＨに適用されるＭＩＭＯモードに依存する。一旦ＰＵＣＣＨの送信モードがＷＴＲ
Ｕに示されると、ＰＵＣＣＨ　ＭＩＭＯ電力オフセットがＷＴＲＵによって決定され得る
。あるいは、ＰＵＣＣＨ　ＭＩＭＯ電力オフセットは、ＷＴＲＵに提供され得る。
【００４９】
　ＷＴＲＵは、様々な方法を使用してＰＵＣＣＨ　ＭＩＭＯ電力オフセットを決定するこ
とができる。１つの方法例において、ΔPUCCH_MIMOは、例えば準静的シグナリング（semi
 static signaling）を介してＬＵＴ（ルックアップテーブル）を使用することによって
、上位層によって提供され得る。あるいは、ΔPUCCH_MIMOは、予め定義された値でもよい
（およびしたがって、任意のシグナリングを必要としない場合がある）。表１は、ΔPUCC

H_MIMOを取得するために使用され得るＬＵＴの例である。変数は、異なる実施形態ごとに
異なり得る値と置き換えられてもよい。例えば、Δ1およびΔ2はそれぞれ、－３ｄＢおよ
び－６ｄＢとすることができ、Δ5およびΔ6は、０ｄＢ（または０≦Δ5＜３ｄＢ、０≦
Δ5＜３ｄＢ）とすることができる。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
　ＬＵＴ（ルックアップテーブル）がΔPUCCH_MIMOに使用される場合、ＬＵＴは、すべて
のＷＴＲＵについて同じでもよく、したがってブロードキャストされてもよい。ＷＴＲＵ
は、使用時にＭＩＭＯモードに対応するΔPUCCH_MIMOの値をテーブルから選択することが
できる。
【００５２】
　別の実施形態によれば、ｅＮＢは、ＷＴＲＵにΔPUCCH_MIMOの値を信号で送ることがで
きる。この場合、値は、ＷＴＲＵに固有でもよく、例えば、専用のシグナリングを介して
信号で送られ得る。
【００５３】
　別の実施形態によれば、ΔPUCCH_MIMOの値は、例えばＰO_PUCCH（例えば、ＰO_UE_PUCC

H）またはΔF_PUCCH（Ｆ）など既存の電力制御パラメータに吸収されてもよい。この場合
、ΔPUCCH_MIMOは、式（１）のＰＵＣＣＨ電力制御から取り除かれ得る。ΔPUCCH_MIMOは
現在ＰO_PUCCH（またはΔF_PUCCH（Ｆ））に追加されているので、それに応じてＰO_UE_P

UCCH（またはΔF_PUCCH（Ｆ））の範囲が変更される必要がある場合もある。
【００５４】
　いずれにせよ、算出されたＷＴＲＵ送信電力は、ＷＴＲＵのアクティブなアンテナ（ま
たはアンテナポート）間に均一に分散され得る。
【００５５】
　図２を参照すると、本明細書に記載されているように、ＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ
（多入力多出力）を使用するときの物理アップリンクチャネル送信の電力制御フローチャ
ート２００の一例が示されている。最初に、ＷＴＲＵは、基地局またはｅＮＢからＵＬ　
ＭＩＭＯモード選択を受信することができる（２１０）。次いで、ＷＴＲＵは、選択され
たＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいてＭＩＭＯオフセットを決定することができる（２２０
）。次いで、ＷＴＲＵは、ＭＩＭＯオフセットに一部分基づいてＰＵＣＣＨ送信電力を算
出することができる（２３０）。次いで、ＰＵＣＣＨ送信電力は、送信アンテナ間に均一
に分散され得る（２４０）。例えば、ＰＵＣＣＨ送信電力は、アクティブな送信アンテナ
（またはアンテナポート）間に分散され得る。ＷＴＲＵは、算出された送信電力を使用し
てＰＵＣＣＨを介して情報を送信する（２５０）。
【００５６】
　指定されたＵＬ　ＭＩＭＯモードを使用したＳＲＳ送信のための電力制御方法が本明細
書に記載されている。
【００５７】
　ＬＴＥ　Ｒ８において、サブフレームｉ上で送信されるＳＲＳに関するＷＴＲＵ送信電
力ＰSRSは、式（２）に示されたように定義され得る。
ＰSRS（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰCMAX，ＰSRS_OFFSET＋１０ｌｏｇ10（ＭSRS）＋ＰO_PUSCH（ｊ
）＋α（ｊ）・ＰＬ＋ｆ（ｉ）｝［ｄＢｍ］　（２）
ここで、式（２）のいくつかの項が以下で要約される。
ＰCMAXは、構成された最大ＷＴＲＵ電力である。ＰSRS_OFFSETは、Ｋｓ＝１．２５の場合
、範囲［－３，１２］ｄＢ内で１ｄＢステップサイズで上位層によって準静的に構成され
た４ビットのＷＴＲＵに固有のパラメータであり、Ｋｓ＝０の場合、ＰSRS_OFFSETは、範
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囲［－１０．５，１２］ｄＢ内で１．５ｄＢのステップサイズで上位層によって準静的に
構成された４ビットのＷＴＲＵに固有のパラメータである。Ｋｓは、上位層によって提供
されるＷＴＲＵに固有のパラメータｄｅｌｔａＭＣＳ－Ｅｎａｂｌｅｄによって提供され
る。ＭSRSは、リソースブロックの数で表されるサブフレームｉでのＳＲＳ送信の帯域幅
である。ＰO_PUSCH(j)は、ｊ＝１の場合に上位層から提供される（セル固有の公称の）成
分ＰO_NOMINAL_PUSCH（ｊ）と、ｊ＝１の場合に上位層から提供される（ＷＴＲＵに固有
の）成分ＰO_WTRU_PUSCH(j)との合計から成るパラメータであり、ここでＰＵＳＣＨ（再
）送信についてｊ＝１は、動的なスケジュールされた許可に対応する。α（ｊ）は、ｊ＝
１、α∈｛０，０．４，０．５，０．６，０．７，０．８，０．９，１｝の場合、上位層
によって提供される３ビットセル固有のパラメータである。ＰＬは、ｄＢ単位のＷＴＲＵ
で算出されるダウンリンクパスロス推定である。ｆ（ｉ）は、ＰＵＳＣＨについての現在
の電力制御調整状態である。
【００５８】
　例えば、ＬＴＥ　ＵＬ電力制御は、例えば１つのキャリアおよび１つの送信アンテナの
みに限定され得る（例えば、ＬＴＥ　ＵＬは、ＳＵ－ＭＩＭＯ（シングルユーザＭＩＭＯ
：single user MIMO）をサポートすることができない）。本明細書に記載されているよう
に、ＬＴＥ－Ａにおいて、ＵＬ　ＳＵ－ＭＩＭＯおよびキャリアアグリゲーションがサポ
ートされ、ＳＲＳの電力制御の式が変更され得る。
【００５９】
　ＬＴＥ－ＡおよびＬＴＥの両方で、ＵＬサービングセル（成分キャリア）についての同
じＴＰＣコマンドが、サービングセル上のＰＵＳＣＨおよびＳＲＳ送信のために使用され
得る。さらに、ＰＵＳＣＨおよびＳＲＳの送信は、ＭＩＭＯモードで別々に構成されても
よく、例えば、ＰＵＳＣＨはプリコーディングＭＩＭＯで、しかしＳＲＳはシングルアン
テナポート送信で、構成されてもよい。
【００６０】
　上記の２つの態様を考慮して、電力制御方法は、サービングセルｃにおけるサブフレー
ムｉのｎ番目のアンテナポート（または層）で送信されるＳＲＳのＷＴＲＵ送信電力を設
定することが、式（３）に示されるように定義され得るように、ＬＴＥ　ＵＬ電力制御の
式を変更することを含む。
ＰSRS,c（ｉ，ｎ）＝ｍｉｎ｛ＰCMAX,c，ＰSRS_OFFSET,c＋１０ｌｏｇ10（ＭSRS,c（ｉ，
ｎ））＋ＰO_PUSCH,c（ｊ）＋αc（ｉ）・ＰＬc（ｎ）＋ｆc（ｉ）＋ΔSRS_MIMO｝　（３
）
式中、ｎはアンテナポート（または層）指数であり、ｉは下位フレーム番号である。項Ｐ

CMAX,cは、サービングセルｃについてのＣＣ（サービングセル）に固有の最大送信電力値
を表すために使用され、信号で送られたサービングセルｃの最大電力値ＰMax,c、ＷＴＲ
Ｕ電力クラスの最大電力、ＭＰＲ（最大電力低減：maximum power reduction）許容、許
容度などのうちの１つまたは複数を考慮に入れることができる。ＰCMAX,cは、サービング
セルｃについての構成された最大電力（または構成された最大送信電力）と呼ばれ、ｆ（
ｉ）は、サービングセルｃについてのＰＵＳＣＨの現在の電力制御調整状態である。
【００６１】
　項ＰSRS_OFFSET,cは、上位層によってサービングセルｃについて準静的に構成されるパ
ラメータである。ＰＵＳＣＨでのＵＬ　ＭＩＭＯ（例えば、最高４つのアンテナ）につい
ては、ＰＵＳＣＨ送信に関する様々なＭＩＭＯモード／オプション（ＳＭ　ＭＩＭＯ（Ｓ
Ｍ（空間多重化）ＭＩＭＯ）、送信ダイバーシティ、およびＢＦ／シングルアンテナポー
ト送信を含む）があり得る。しかし、複数のアンテナを有するＳＲＳ送信モードは、例え
ばマルチアンテナポート送信またはシングルアンテナポート送信など、決定論的（または
準静的）であり得る。その場合、ＰＵＳＣＨに関して、異なるＰSRS_OFFSET,c値が異なる
ＭＩＭＯオプションに必要とされる場合がある。ＰSRS_OFFSET,c値の範囲は、それに応じ
て変更され得る。
【００６２】
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　項ＭSRS,c（ｉ，ｎ）は、ＲＢ（リソースブロック）の数に関して、サブフレームｉお
よびサービングセルｃにおけるｎ番目のアンテナポート（または層）上のＳＲＳ送信の帯
域幅（ＢＷ）である。例えば、ＭＩＭＯにおけるＳＲＳオーバーヘッドを低減するために
、各アンテナポート（または層）が異なる（柔軟な）数のＲＢを使用することが可能であ
り得る（例えば、周波数における異なるＳＲＳ密度を許容する）。あるいは、ＭSRS,c（
ｉ，ｎ）は、すべてのｎについて同じでもよい。この場合、指数ｎは、取り除かれてもよ
い。
【００６３】
　項ＰＬc（ｎ）は、サービングセルｃでのＷＴＲＵにおけるｎ番目のアンテナポートに
ついてｄＢ単位で算出されるパスロス推定である。同じパスロスがすべてのアンテナポー
トについて使用されてもよい。この場合、ＰＬc（ｎ）＝ＰＬcとなるように、指数が取り
除かれてもよい。
【００６４】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＰO_PUSCH,c（ｊ）は、ｊが送信モードおよびＭＩＭＯモードを表す
ように、ＵＬ　ＭＩＭＯに拡張されてもよい。例えば、ｊ＝０，１，２は、ＬＴＥと同じ
送信モードを表し、ｊ＝３，４，５，…，Ｍは、ＰＵＳＣＨ送信についてのＭＩＭＯモー
ドを表すことができる。あるいは、ＬＴＥと同様に、ｊはＰO_PUSCH,c（ｊ）については
１に固定される。
【００６５】
　項ΔSRS_MIMOは、ＳＲＳ　ＭＩＭＯオフセットパラメータであり、これはＰＵＳＣＨに
使用されるＭＩＭＯモードとＳＲＳに使用されるＭＩＭＯモードとの間のＭＩＭＯ利得差
を表す。ＳＲＳがプリコーディングされてもよいことに留意されたい。例えば、ＰＵＳＣ
Ｈがシングルアンテナポートモードを使用し、ＳＲＳが複数のアンテナ（例えば２つのア
ンテナ）を介して送信されるとき、ΔSRS_MIMOは、約３ｄＢに設定され得る。ΔSRS_MIMO

は、例えば準静的シグナリングを介してルックアップテーブルを使用することによって、
上位層によって提供され得る。表２は、ΔSRS_MIMOについてのＬＵＴ例である。変数は、
特定の方法に依存し得る値と置き換えられてもよい。
【００６６】
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【表２】

【００６７】
　ＬＵＴは、ΔSRS_MIMOに使用される場合、すべてのＷＴＲＵについて同じでもよく、ブ
ロードキャストされ得る。この場合、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨ送信に適用されるＭＩＭＯ
モード、およびＳＲＳ送信に適用されるＭＩＭＯモードに対応するΔSRS_MIMOの値をテー
ブルから選択することができる。
【００６８】
　あるいは、ｅＮＢは、ＷＴＲＵにΔSRS_MIMOの値の信号で送ることができ、この場合、
値は、ＷＴＲＵに固有である。例えば、ΔSRS_MIMOは、ＰＤＣＣＨ（例えば、ＵＬ許可）
で信号で送られ得る。あるいは、ΔSRS_MIMOは、（例えばＲＲＣシグナリングを介して）
上位層によって信号で送られ得る。
【００６９】
　別の方法例によれば、ΔSRS_MIMOは、ＰO_PUSCH,c（例えば、ＰO_UE_PUSCH,c）または
ＰSRS_OFFSET,cなど既存の電力制御パラメータに吸収されてもよく、したがって項ΔSRS_

MIMOが式（３）から取り除かれ得る。この場合、ΔSRS_MIMOを考慮に入れるために、ＰO_

UE_PUSCH,cまたはＰSRS_OFFSET,cの範囲が変更される必要がある場合がある。
【００７０】
　別の実施形態において、ＳＲＳ帯域幅がサービングセルｃにおいて同時に送信されるす
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べてのアンテナポートについて同じである（すなわち、ＭSRS,c（ｉ，ｎ）＝ＭSRS,c（ｉ
））とき、（アクティブな）アンテナポートを介したＳＲＳ送信の合計電力は、ＰSRS,c

（ｉ）によって示され、式（４）に示されるように、サービングセルｃ上のサブフレーム
ｉにおいて決定され得る。
ＰSRS,c（ｉ）＝ｍｉｎ｛ＰCMAX,c，ＰSRS_OFFSET,c＋１０ｌｏｇ10（ＭSRS,c（ｉ））＋
ＰO_PUSCH,c（ｊ）＋αc（ｊ）・ＰＬc＋ｆc（ｉ）＋ΔSRS_MIMO｝　（４）
この場合、ＳＲＳについて算出された合計送信電力は、ＷＴＲＵのアクティブなアンテナ
（またはアンテナポート）間に均一に分散され得る。変数／パラメータは、上記で定義さ
れたようなものである。
【００７１】
　ＵＬ　ＭＩＭＯ（例えば、最高４つのアンテナを有する）について、複数の送信アンテ
ナ上の同時のＳＲＳ送信が行われる場合、アンテナ（またはアンテナポート）の数が増加
するにつれて、アンテナ（またはアンテナポート）ごとのＳＲＳの送信電力密度は低くな
り得る。これは、ｅＮＢでのチャネル推定性能を低下させ得る。推定性能のこの低下は、
本明細書に記載されている方法例を使用して解決され得る。１つの方法例では、ｅＮＢは
、上位層を介してＷＴＲＵに信号を送り、各ＳＲＳサブフレームにおけるシングルアンテ
ナでの１つのＳＲＳ送信（または２つのアンテナ上の多くて２つのＳＲＳ送信）などのＳ
ＲＳ送信についてＴＤＭ（時分割多重化）モードに切り替えることができる。
【００７２】
　別の実施例方法において、複数のアンテナを介して同時に送信されるＳＲＳ送信につい
てのＷＴＲＵ送信電力の合計（すなわち合計（ＰSRS,C（ｉ，ｎ））、この場合、式（３
）ですべてのアンテナポートｎにわたって集計が行われる）（または式（４）のＰCMAX,c

に制限する前の合計ＳＲＳ送信電力）が予め定められた閾値だけ最大ＷＴＲＵ電力（また
はサービングセルｃについての構成された送信電力ＰCMAX,c）を上回るとき、ＷＴＲＵは
、次のＳＲＳサブフレームで送信されるべき１つのＳＲＳ（送信電力が使用可能である場
合、場合によってはより多くのＳＲＳ）を選択することができる。選択は、ローテーショ
ン方法（rotation manner）に基づいていてもよい。
【００７３】
　別の方法例において、ＳＲＳ　ＢＷ（帯域幅）（すなわちＭSRS（ｉ，ｎ）またはＭSRS

（ｉ））は、ｅＮＢによって適切に調整され（または再構成され）、上位層を介してＷＴ
ＲＵに信号で送られ得る。別の実施形態では、ＷＴＲＵが閾値によって制限される電力で
ある（例えば、式（４）のＰCMAX,cに制限する前の合計ＳＲＳ送信電力がＰCMAX,c（また
はＰpowerclassによって示されるＷＴＲＵ電力クラス）を超える）とき、ＷＴＲＵは、（
マルチアンテナポート送信から）ＳＲＳでのシングルアンテナポート送信に切り替えるよ
うに（再）構成される。
【００７４】
　複数のアンテナを介した同時のＳＲＳ送信について必要な送信電力の合計（式（３）の
場合）が最大のＷＴＲＵ電力（またはサービングセルｃについての構成された送信電力Ｐ

CMAX,c）を超える場合の電力低減方法が本明細書に記載されている。１つの方法例におい
て、個々のＳＲＳ送信の送信電力は、最大電力の制約を満たすために、均一に低減され得
る。別の方法例において、ＰCMAX,cは、式（３）のＰＡ（パワーアンプ：power amplifie
r）ごとに定義され得る。この方法では、構成された（ＷＴＲＵ）送信電力は、複数のＰ
Ａ間に均一に分散され得る。すなわち、Ｐｃｍａｘ，ｃpa（ｄＢ）＝Ｐｃｍａｘ，ｃ－１
０×ｌｏｇ１０（Ｎｐａ）であり、この場合、Ｎｐａは、サービングセルｃについての所
与のＳＲＳサブフレームでのＷＴＲＵにおけるアクティブなＰＡの数である。式（３）に
関して、Ｐｃｍａｘ，ｃpaがＰｃｍａｘ，ｃと置き換えられる。この場合、ΣＰｃｍａｘ
，ｃpaは、Ｐｃｍａｘ，ｃ以下であり得る。
【００７５】
　図３を参照すると、本明細書に記載されているＵＬ　ＭＩＭＯを使用するときのＳＲＳ
送信の電力制御フローチャート３００の一例が示されている。最初に、ＷＴＲＵは、基地
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局またはｅＮＢからＳＲＳ送信についてのＵＬ　ＭＩＭＯモード選択／構成を受信するこ
とができる（３１０）。次いで、ＷＴＲＵは、基地局からＰSRS_OFFSET,cを受信すること
ができる（３２０）。次いで、ＷＴＲＵは、ＰＵＳＣＨでのＵＬ　ＭＩＭＯモードおよび
ＳＲＳでのＭＩＭＯ送信モードに基づいてΔSRS_MIMOオフセットを決定することができる
（３３０）。あるいは、上述したように、ＰSRS_OFFSET,cは、ΔSRS_MIMOを含むことがで
き、この場合、ＰSRS_OFFSET,cは、選択されたＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づき得る。次い
で、ＳＲＳ送信電力は、ＰSRS_OFFSET,cおよびΔSRS_MIMOオフセットに一部分基づいて算
出される（３４０）。ＷＴＲＵは、（合計）ＳＲＳ送信電力が、例えば構成されたＷＴＲ
Ｕ最大送信電力など閾値より大きい場合、電力低減方法を実行することができる（３６０
）。これは、例えばＷＴＲＵが同時のＳＲＳ送信を送信している場合、起こり得る。ＷＴ
ＲＵは、ＳＲＳ送信電力で、ＳＲＳを送信する（３７０）。
【００７６】
　ＡＧＩ（アンテナ利得アンバランス：antenna gain imbalance）に対処する電力制御方
法が本明細書に記載されている。複数のアンテナ送信がＵＬにおいてなされるときに、Ａ
ＧＩの問題があり得る。これは、複数のアンテナから受信された信号の間に平均受信ＳＮ
Ｒ（信号対雑音比）の差をもたらす可能性があるため、リンクの非効率を作り出すことが
ある。例えば、異なるアンテナにわたるパスロス測定は、ＷＴＲＵにおける各送信アンテ
ナの場所によって異なり得る（例えば、アンテナはハンドヘルドＷＴＲＵにおいてブロッ
クされ得る）。ＡＧＩは、本明細書に記載された電力制御方法を使用することによって補
償され得る。
【００７７】
　１つの方法例において、ＷＴＲＵは、ＡＧＩ推定、続いてＡＧＩ補償を実行する。ＡＧ
Ｉ推定では、ＷＴＲＵは、各アンテナ（またはアンテナポート）上のＲＳＲＰ（基準信号
受信電力：Reference Signal Received Power）測定を実行することができる。キャリア
アグリゲーションの場合、ＲＳＲＰ測定は、ＤＬ（ダウンリンク）アンカーもしくは主要
なＣＣ（成分キャリア：component carrier）（すなわち一次セル）、またはＵＬサービ
ングセル（ＣＣ）と関連した基準ＤＬ　ＣＣ上で実行され得る。あるいは、すべての構成
されたＤＬ　ＣＣがＲＳＲＰ測定に使用されてもよい。フィルタ手法がＲＳＲＰ測定に使
用されてもよい。例えば、上位層（例えばレイヤ３）フィルタ構成がＲＳＲＰ測定に使用
され得る。
【００７８】
　各アンテナ（またはアンテナポート）上のＲＳＲＰ測定に基づいて、ＷＴＲＵは、ＵＬ
送信に使用されるアンテナ（またはアンテナポート）中のＡＧＩを推定することができる
。ＡＧＩは、基準送信アンテナに対して変倍された（scaled）相対的なＡＧＩによって表
され得る。
【００７９】
　ＷＴＲＵは、個々の送信アンテナ（またはアンテナポート）上のＡＧＩを推定した後、
各送信アンテナにおいてＡＧＩ補償を実行する。ＷＴＲＵは、ＡＧＩの悪影響を補償する
ために、各送信アンテナを変倍することができる。例えば、ＷＴＲＵがＮ本の送信アンテ
ナを含み、各アンテナの推定されたＡＧＩは、線形目盛上にＡＧＩ（ｉ）として示される
（ｉはアンテナ指数である）。ＷＴＲＵは、ＡＧＩ補償倍数（β（ｉ））だけ、各送信ア
ンテナを変倍することができる。
【００８０】
【数２】

【００８１】
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式中、ＡＧＩ（ｉ）≦１である。
【００８２】
　他の方法では、ｅＮＢは、ＷＴＲＵの個々の送信アンテナ（またはアンテナポート）に
おけるＡＧＩを推定し、Ｌ１層（例えば、アンテナ当たりＴＰＣコマンドを提供すること
に類似）または上位層（例えばＲＲＣ（無線リソース制御）シグナリング）を介してＷＴ
ＲＵのＡＧＩ補償率を提供することができる。例えば、上記のＡＧＩ補償倍率（β（ｉ）
）は、ｅＮＢによって決定され、次いでＲＲＣシグナリングを介してＷＴＲＵに信号で送
られ得る。
【００８３】
　他の方法では、各送信アンテナ（またはアンテナポート）のＡＧＩが閾値と比較されて
もよく、ＡＧＩ値が高すぎるアンテナは、オフにされるか、または例えばシングルアンテ
ナポート送信モードにフォールバックされてもよい。例えば、ある送信アンテナからのＡ
ＧＩがリンク性能にあまりにも悪影響を与える（例えば、ＡＧＩ値が高すぎる）場合、Ｗ
ＴＲＵは、ＡＧＩ値が高すぎるアンテナをオフにするか、または別のモード（例えば、シ
ングルアンテナポート送信モード）にフォールバックすることができる。
【００８４】
　図４を参照すると、本明細書に記載されているＡＧＩ補償の電力制御フローチャート４
００の一例が示されている。最初に、ＷＴＲＵは、ＲＳＲＰ測定を実行することができる
（４１０）。次いで、ＷＴＲＵは、ＲＳＲＰに基づいて、ＡＧＩ推定を決定することがで
きる（４２０）。次いで、ＷＴＲＵは、ＡＧＩ補償倍率を各送信アンテナに適用すること
ができる（４３０）。
【００８５】
　図５を参照すると、本明細書に記載されているＡＧＩ補償の別の電力制御フローチャー
ト５００の一例が示される。最初に、基地局は、ＷＴＲＵのＡＧＩ推定を決定することが
できる（５１０）。次いで、ＷＴＲＵは、基地局からＡＧＩ補償率を受信することができ
る（５２０）。次いで、ＷＴＲＵは、各送信アンテナにＡＧＩ補償率を適用することがで
きる（５３０）。
【００８６】
　フォールバック送信モードのための電力制御方法が本明細書に記載されている。一例と
して、ＷＴＲＵ（例えば、ＬＴＥ　Ｒ１０など、特定のネットワークで動作するように構
成された）は、（例えば、ＬＴＥ　Ｒ８）ネットワークで使用されるように構成されたネ
ットワークであり、例えば、ＷＴＲＵが複数の送信アンテナを有することを知らないネッ
トワーク以外のネットワークで動作するとき、別のモード、シングルアンテナ（ポート）
送信モード（または同等のトランスペアレント送信モード））などで動作して、例えば下
位互換性を利用することができる。換言すれば、一実施形態例において、Ｒ１０　ＷＴＲ
Ｕは、Ｒ８ネットワークに透過なＰＶＳ（プリコーディングベクトル切替：precoding ve
ctor switching）、ＣＤＤ（巡回遅延ダイバーシティ：cyclic delay diversity）、また
はシングルアンテナポート送信（例えば、送信ビーム形成）など、フォールバックモード
（例えば、トランスペアレント送信モード）に戻るように構成され得る。また、ＷＴＲＵ
は、いくつかの他のケースで、フォールバック送信モードになるように構成されてもよい
。例えば、ＷＴＲＵのＵＬ　ＭＩＭＯチャネルが互いにかなり関連しているとき、ＷＴＲ
Ｕは、送信ビーム形成を使用することができる。この例では、Ｒ１０　ＷＴＲＵの電力制
御は、それに応じて構成される必要があり得る。フォールバック送信のための電力制御方
法例において、ＷＴＲＵがある物理チャネルについてフォールバック送信モードであると
き、ｅＮＢおよびＷＴＲＵは、その物理チャネルについてＬＴＥ　Ｒ８電力制御方法（ま
たはシングルアンテナポート送信のための電力制御方法）を操作することができる。
【００８７】
実施形態
１．複数のアンテナを有するＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）のための電力制御方法であ
って、複数のＭＩＭＯモードから選択されたＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ（多入力多出
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力）モードを受信するステップを含む方法。
【００８８】
２．少なくともＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、ＰＵＣＣＨ（物理アップリンク制御チ
ャネル）送信電力を決定するステップをさらに含む実施形態１に記載の方法。
【００８９】
３．ＵＬ　ＭＩＭＯモードに対応するＭＩＭＯオフセットを決定するステップをさらに含
む上記の実施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９０】
４．ＰＵＣＣＨ送信電力を複数のアンテナ間に分散させるステップをさらに含む上記の実
施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９１】
５．複数のアンテナはアクティブな送信アンテナである上記の実施形態のいずれか一項に
記載の方法。
【００９２】
６．ＭＩＭＯオフセットは、ルックアップテーブルによって決定される上記の実施形態の
いずれか一項に記載の方法。
【００９３】
７．少なくともＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、ＳＲＳ（サウンディング基準信号）送
信電力を決定するステップをさらに含む上記の実施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９４】
８．ＡＧＩ（アンテナ利得アンバランス）推定を決定するステップをさらに含む上記の実
施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９５】
９．ＡＧＩ推定に基づいてＡＧＩ補償を複数のアンテナのそれぞれに適用するステップを
さらに含む上記の実施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９６】
１０．予め定められたイベントのためにＵＬ　ＭＩＭＯモードにフォールバックするステ
ップをさらに含む上記の実施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９７】
１１．従来の電力制御方法を使用して送信電力を決定するステップをさらに含む上記の実
施形態のいずれか一項に記載の方法。
【００９８】
１２．複数のＭＩＭＯモードから選択されたＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ（多入力多出
力）モードを受信するステップを含む、複数のアンテナを有するＷＴＲＵ（無線送受信ユ
ニット）のための電力制御方法。
【００９９】
１３．少なくともＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、ＳＲＳ（サウンディング基準信号）
送信電力を決定するステップをさらに含む実施形態１２に記載の方法。
【０１００】
１４．ＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいてＰSRS_OFFSET,cを受信するステップであって、Ｐ

SRS_OFFSET,cは、サービングセルｃについてのＳＲＳ　ＭＩＭＯオフセットを含む、ステ
ップをさらに含む実施形態１２～１３のいずれか一項に記載の方法。
【０１０１】
１５．ＰＵＳＣＨ（物理アップリンク共通チャネル）でのＵＬ　ＭＩＭＯモードおよびＳ
ＲＳでのＭＩＭＯモードに基づいてＳＲＳ　ＭＩＭＯモードを決定するステップをさらに
含む実施形態１２～１４のいずれか一項に記載の方法。
【０１０２】
１６．同時のＳＲＳ送信のためにＳＲＳ送信電力を調整するステップをさらに含む実施形
態１２～１５のいずれか一項に記載の方法。
【０１０３】
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１７．ＳＲＳ送信電力が閾値を超える状態でＳＲＳ送信電力を均一に低減するステップを
さらに含む実施形態１２～１６のいずれか一項に記載の方法。
【０１０４】
１８．各送信アンテナ上のＲＳＲＰ（基準信号受信電力）を測定するステップを含む、複
数のアンテナを有するＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）のための電力制御方法。
【０１０５】
１９．測定されたＲＳＲＰに基づいてそれぞれの送信アンテナごとにＡＧＩ（アンテナ利
得アンバランス）を推定するステップをさらに含む実施形態１８に記載の方法。
【０１０６】
２０．ＡＧＩ補償倍率を各送信アンテナに適用するステップであって、ＡＧＩ補償倍率は
推定されたＡＧＩに基づく、ステップをさらに含む実施形態１８～１９のいずれか一項に
記載の方法。
【０１０７】
２１．推定されたＡＧＩは、基準送信アンテナに対して変倍された相対的なＡＧＩによる
実施形態１８～２０いずれか一項に記載の方法。
【０１０８】
２２．ＡＧＩ（アンテナ利得アンバランス）補正率を受信するステップを含む、複数のア
ンテナを有するＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）のための電力制御方法。
【０１０９】
２３．ＡＧＩ補償率を各送信アンテナに適用するステップであって、ＡＧＩ補償率はＷＴ
ＲＵに対して実行されたＡＧＩ推定に基づく、ステップをさらに含む実施形態２２に記載
の方法。
【０１１０】
２４．予め定められたイベントのためにＵＬ　ＭＩＭＯ（アップリンク多入力多出力）モ
ードにフォールバックするステップを含むＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）のための電力
制御方法。
【０１１１】
２５．従来の電力制御方法を使用してフォールバックＵＬ　ＭＩＭＯモードの送信電力を
決定するステップをさらに含む実施形態２４に記載の方法。
【０１１２】
２６．複数のＭＩＭＯモードから選択されたＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ（多入力多出
力）モードを受信するように構成された受信機を含むＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）。
【０１１３】
２７．少なくともＵＬ　ＭＩＭＯモードに基づいて、ＰＵＣＣＨ（物理アップリンク制御
チャネル）送信電力を決定するように構成されたプロセッサをさらに含む実施形態２６に
記載のＷＴＲＵ。
【０１１４】
２８．ＡＧＩ（アンテナ利得アンバランス）補正率を受信するように構成された受信機を
含むＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）。
【０１１５】
２９．ＡＧＩ補償率を各送信アンテナに適用するように構成されたプロセッサであって、
ＡＧＩ補償率はＷＴＲＵに対して実行されたＡＧＩ推定に基づく、プロセッサをさらに含
む実施形態２８に記載のＷＴＲＵ。
【０１１６】
３０．予め定められたイベントのためにＵＬ　ＭＩＭＯ（アップリンク多入力多出力）モ
ードにフォールバックするように構成されたプロセッサを含むＷＴＲＵ（無線送受信ユニ
ット）。
【０１１７】
３１．従来の電力制御方法を使用してフォールバックＵＬ　ＭＩＭＯモードの送信電力を
決定するように構成されたプロセッサをさらに含む実施形態３０に記載のＷＴＲＵ。
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【０１１８】
３２．複数の可能なＵＬ　ＭＩＭＯモードから動作させるべきＵＬ　ＭＩＭＯモードを選
択するステップを含む、複数のアンテナを有し、ＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ（多入力
多出力）モードで動作するＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）のためのＰＵＣＣＨ（物理ア
ップリンク制御チャネル）送信のための強化された電力制御方法。
【０１１９】
３３．ＰＵＣＣＨ送信の電力を新しいレベルに変更するステップであって、新しいレベル
は選択されたＭＩＭＯモードに少なくとも一部分依存する、ステップをさらに含む実施形
態３２に記載の方法。
【０１２０】
３４．複数の可能なＭＩＭＯモードは、シングルアンテナポート送信モード、および送信
ダイバーシティモードを含む実施形態３２～３３のいずれか一項に記載の方法。
【０１２１】
３５．ＰＵＣＣＨ送信の電力を新しいレベルに変更するための変更された電力を計算する
ステップをさらに含む実施形態３２～３４のいずれか一項に記載の方法。
【０１２２】
３６．ΔPUCCH_MIMOは、選択されたＭＩＭＯモードに応じて、ＷＴＲＵに固有である実施
形態３２～３５のいずれか一項に記載の方法。
【０１２３】
３７．ΔPUCCH_MIMOは、少なくとも１つの上位層によって提供される実施形態３２～３６
のいずれか一項に記載の方法。
【０１２４】
３８．ΔPUCCH_MIMOは、ＬＵＴ（ルックアップテーブル）によって決定される実施形態３
２～３７のいずれか一項に記載の方法。
【０１２５】
３９．ΔPUCCH_MIMOは、準静的シグナリングを介して少なくとも１つの上位層から信号で
送られる実施形態３２～３８のいずれか一項に記載の方法。
【０１２６】
４０．Δ1およびΔ2はそれぞれ３ｄＢおよび６ｄＢである実施形態３２～３９のいずれか
一項に記載の方法。
【０１２７】
４１．Δ5およびΔ6は０ｄＢである実施形態３２～４０のいずれか一項に記載の方法。
【０１２８】
４２．０≦Δ5＜３ｄＢ、０≦Δ6＜３ｄＢである実施形態３２～４１のいずれか一項に記
載の方法。
【０１２９】
４３．ＬＵＴは、ＷＴＲＵおよび複数の他のＷＴＲＵについて同じであり、ブロードキャ
ストされる実施形態３２～４２のいずれか一項に記載の方法。
【０１３０】
４４．ｅＮＢ（発展型ネットワークノード）は、ＷＴＲＵにΔPUCCH_MIMOの値を信号で送
り、値はＷＴＲＵに固有である実施形態３２～４３のいずれか一項に記載の方法。
【０１３１】
４５．ｅＮＢは、専用のシグナリングを介してΔPUCCH_MIMOの値を信号で送る実施形態３
２～４４のいずれか一項に記載の方法。
【０１３２】
４６．ΔPUCCH_MIMOの値はＰO_PUCCHに吸収される実施形態３２～４５のいずれか一項に
記載の方法。
【０１３３】
４７．次いで、算出された変更電力は、ＰＵＣＣＨ送信の電力を変更するために、アクテ
ィブであるＷＴＲＵの複数のアンテナ間に均一に分散され得る実施形態３２～４６のいず
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れか一項に記載の方法。
【０１３４】
４８．複数の可能なＵＬ　ＭＩＭＯモードから動作させるべきＭＩＭＯモードを選択する
ステップを含む、複数のアンテナを有し、ＵＬ（アップリンク）ＭＩＭＯ（多入力多出力
）モードで動作するＷＴＲＵ（無線送受信ユニット）のためのＳＲＳ（サウンディング基
準信号）送信のための強化された電力制御方法。
【０１３５】
４９．ＳＲＳ送信の電力を新しいレベルに変更するステップであって、新しいレベルは選
択されたＭＩＭＯモードに少なくとも一部分依存する、ステップをさらに含む実施形態４
８に記載の方法。
【０１３６】
５０．ＳＲＳ送信のＷＴＲＵ送信電力、ＰSRSを変更するステップをさらに含む実施形態
４８～４９のいずれか一項に記載の方法。
【０１３７】
５１．ＰSRS_OFFSETは、上位層によって準静的に構成されるＷＴＲＵに固有のパラメータ
である実施形態４８～５０のいずれか一項に記載の方法。
【０１３８】
５２．ＭSRS（ｉ，ｎ）は、ＲＢ（無線搬送波）の数に関してサブフレームｉのｎ番目の
アンテナポート上のＳＲＳ送信のＢＷ（帯域幅）である実施形態４８～５１のいずれか一
項に記載の方法。
【０１３９】
５３．ＰO_PUSCH（ｊ）の場合、ｊは、送信モードおよびＭＩＭＯモードを表す実施形態
４８～５２のいずれか一項に記載の方法。
【０１４０】
５４．ΔSRS_MIMOは、ＳＲＳ　ＭＩＭＯオフセットパラメータであり、オフセットは、Ｗ
ＴＲＵのＰＵＳＣＨ（物理アップリンク共通チャネル）送信に使用されるＭＩＭＯモード
とＳＲＳ送信に使用されるＭＩＭＯモードとの間のＭＩＭＯ利得差を表す実施形態４８～
５３のいずれか一項に記載の方法。
【０１４１】
５５．ｅＮＢは、ＷＴＲＵにΔPUCCH_MIMOの値を信号で送り、値はＷＴＲＵに固有である
実施形態４８～５４のいずれか一項に記載の方法。
【０１４２】
５６．ｅＮＢは、上位層を介してＷＴＲＵに信号を送って、ＳＲＳ送信についてＴＤＭ（
時分割多重化）モードに切り替える実施形態４８～５５のいずれか一項に記載の方法。
【０１４３】
５７．複数のアンテナのうちの少なくとも２つの上の同時のＳＲＳ送信のために必要な送
信電力の合計はＰｍａｘを超える実施形態４８～５６のいずれか一項に記載の方法。
【０１４４】
５８．個々のＳＲＳ送信の送信電力は、最大電力の制約を満たすために、均一に低減され
る実施形態４８～５７のいずれか一項に記載の方法。
【０１４５】
５９．Ｐｍａｘは、ＰＡ（パワーアンプ）ごとに定義され、合計最大ＷＴＲＵ送信電力は
、Ｐｍａｘ（ｄＢ）＝Ｐｍａｘ－１０ｘｌｏｇ１０（Ｎｐａ）となるように、複数のＰＡ
間に均一に分散され、Ｎｐａは、所与のＳＲＳサブフレームにおけるＷＴＲＵでのアクテ
ィブなＰＡの数である実施形態４８～５８のいずれか一項に記載の方法。
【０１４６】
６０．ＳＲＳはプリコーディングされる実施形態４８～５８のいずれか一項に記載の方法
。
【０１４７】
６１．複数のアンテナのそれぞれのＲＳＲＰ（基準信号受信電力）を測定するステップを
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ＭＯモードで送信するように構成された送信アンテナである、ＷＴＲＵのための電力制御
方法。
【０１４８】
６２．測定されたＲＳＲＰに基づいてそれぞれの送信アンテナごとにＡＧＩ（アンテナ利
得アンバランス）を推定するステップをさらに含む実施形態６１に記載の方法。
【０１４９】
６３．各送信アンテナを、推定されたＡＧＩに基づくＡＧＩ倍率によって変倍するステッ
プをさらに含む実施形態６１～６２のいずれか一項に記載の方法。
【０１５０】
６４．推定されたＡＧＩは、基準送信アンテナに対して変倍された相対的なＡＧＩによっ
て表される実施形態６１～６３のいずれか一項に記載の方法。
【０１５１】
６５．ＡＧＩはＷＴＲＵにおいて個々の送信アンテナ上のｅＮＢによって推定され、ｅＮ
ＢはＬＩまたは上位層を介してＷＴＲＵのＡＧＩ補償率を提供する実施形態６１～６４の
いずれか一項に記載の方法。
【０１５２】
６６．ＡＧＩ補償倍率β（ｉ）は、ｅＮＢによって決定され、次いでＲＲＣシグナリング
を介してＷＴＲＵに信号で送られる実施形態６１～６５のいずれか一項に記載の方法。
【０１５３】
６７．それぞれの送信アンテナごとの推定されたＡＧＩを閾値と比較して、それぞれの送
信アンテナが有するＡＧＩが低すぎるかどうかを決定するステップをさらに含む実施形態
６１～６６のいずれか一項に記載の方法。
【０１５４】
６８．閾値未満のＡＧＩを有するアンテナごとに、送信アンテナをオフにすること、また
は送信アンテナにフォールバック操作モードに後退させることのうちの１つを実行するス
テップをさらに含む実施形態６１～６７のいずれか一項に記載の方法。
【０１５５】
６９．フォールバック操作モードは、ＰＶＳ（プリコーディングベクトル切替）、ＣＤＤ
（巡回遅延ダイバーシティ）、またはシングルアンテナポート送信のうちの任意の１つで
ある実施形態６１～６８のいずれか一項に記載の方法。
【０１５６】
　特徴および要素が特定の組み合わせで上述されているが、各特徴または要素は単独で、
または他の特徴および要素との組み合わせで使用され得ることを当業者であれば理解され
よう。さらに、本明細書に記載されている方法は、コンピュータまたはプロセッサによる
実行のためにコンピュータ可読媒体に組み込まれるコンピュータプログラム、ソフトウェ
ア、またはファームウェアに実装され得る。コンピュータ可読媒体の例には、電子信号（
有線または無線接続を介して送信される）およびコンピュータ可読記憶媒体などがある。
それだけには限定されないが、コンピュータ可読記憶媒体の例には、ＲＯＭ（読み取り専
用メモリ）、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体
記憶装置、例えば内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディスクなどの磁気媒体、光磁
気媒体、および例えばＣＤ－ＲＯＭディスクやＤＶＤ（デジタル多用途ディスク）などの
光学式媒体などがある。ソフトウェアに関連したプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、
基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータに使用される無線周波トランシーバを
実装するために使用され得る。
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